大人が学校から自由になることの難しさ
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さて、今月号は先月に引き続き「家庭で育つ子どもたち」の講演録を掲載しています。クレアは前もって原稿を準備してくれていたのですが、当日は時間の関係でかなり省略した箇所がありました。とてももったいないし、その部分があった方が理解もしやすいので追加しました。原文もありますのでご希望の方はお知らせ下さい。

クレアの話は、現在イギリスでホームスクーリングがどのような形で行われているかが具体的に書かれていてとても参考になります。毎日の子どもや親の姿は、「そうそう、わかるわかる」と共感することがいっぱいです。国が違っても、結局子どもも親もやってることはおんなじだってことがよくわかります。違うのはそれを取り巻く環境です。それでも、日本でだってやってみたら何とかなる。歴史的背景が違うとはいえ、今のイギリスの状況だって親が自分たちで作ってきたわけですから。私たちも、自由な子どもの学びや育ちをおもしろがれる大人を仲間を、もっと増やしたいものです。日本での最大の問題は、大人が「deschool（学校から精神的に自由になる、学校を相対化する）」（6ページ参照）することが大変難しいという点にあると思います。これができれば、学校に行くこと自体、楽になるはずです。

私自身は、特にホームスクールが一番いいと思って始めたわけではなく、現状では他に選択肢がないから今の状況になりました。でも気がついたら、なんか子どもはご機嫌だし、次々いろんなことやってくれて、見てるとなんだかおもしろい。勉強って、学校って、人生って、幸せって、何？といろんなことを考えさせられます。いつの間にかお仲間もでき、学校の限界もますます見えてきて、これって、なかなかおもしろい人生かも、と思うようになりました。みなさんはいかがですか？

今まで何度か新聞取材も受け、記事にもしてもらいましたが、残念ながらいつも反応はほとんどありません。「不登校」の子は山ほどいるんだけど。もっと気楽にいろんな生き方ができればいいですね。世界一周旅行で、日本からカナダへ貨物船で渡ったバリーとキリアンは、船上から、イルカの群れ、トビウオの大群、クジラの潮吹き、そして360°の水平線を見たそうです。ああ、何というスケールの違い･･･。保健室登校ができるできないで頭を悩ませなければならない日本の子どもや親や先生の状況っていったい何なんだろうとため息が出てしまいます。人生は長いし、世界は広くて美しい･･･。
